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Abstract
The issue of Filipino political collaboration under Japanese occupation (1941-45) has evoked
several controversies within Filipino and American scholarship. The former has dwelt on the
issue of patriotism while the latter has focused on the wartime resilience of the oligarchic elite.
This paper rethinks those issues with a particular focus on “Americanization” in the Cordillera
Mountain Societies of Northern Luzon. The indigenous residents in that area were generally
called (and officially termed) “Igorot” during the American colonial period. Under the name of
“benevolent assimilation,” Igorot intellectuals collaborated with Americans and their lowlander
counterparts in order to modernize their societies, which ultimately led to further discrimination
as well as exploitation by their “developed” patrons.
During the Japanese Occupation, a group of the Mitsui Mining Company was able to mobilize
Filipino workers and conduct copper mining at Mankayan located in the southwestern part of the
Mountains. As revealed in Mitsuiʼs memoirs edited in 1974, the groupʼs operations could not be
handled without depending on the former colonial relationships at the mining sites. The Japanese
friendship narrative with the Filipinos was also the product of ethnic tension between lowlander
and Igorot created by American colonial policy. On the other hand, local accounts showed that the
reason behind Igorot intellectualsʼ collaboration with Japan as well as resistance to it was the
desire to modernize, a pattern first found during the American colonial period. In conclusion, I
show the contradictions of “Americanization” in Igorot societies, which led to both emancipation
and repression during the Japanese Occupation.
Keywords: Americanization, benevolent assimilation, mining, resistance against Japan, collabo-
ration with Japan, Igorot
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は じ め に
アメリカ人とフィリピン人の研究者は，日本占領下でフィリピン人政治家たちが行った対日
協力について，それぞれの見解を著しく対立させてきた。両者の争点は，対日協力を，政治家
の自己保全や縄張り闘争と理解するのか [Steinberg 1967; McCoy 1980]，あるいはフィリピン
の被害を最小限に食い止めた救国的行為として理解するのか [Malay 1967; Agoncillo 1984;









は，政治家のみならず，軍事協力や経済協力を行った一般人も含まれていた。1945 年 9 月に
対日協力者を裁くための「特別裁判」法がフィリピン議会で成立した。とはいえ起訴された協
力者が膨大な人数に上ったこと，予算や人員の欠乏，証言のあいまいさなどによって，合衆国
が望んだような成果を上げることができなかった [寺見 1996: 87-89]。










東南アジア研究 50 巻 1 号
110
1 ) この対立は，フィリピン革命をめぐるフィリピン人研究者とアメリカ人研究者の対立とも通底して



















暴力行為に発展することはなかった。しかし 1942 年 5 月の在極東米国陸軍 (USAFFE，以下
「ユサフェ」と表記する) の日本軍への全面降伏後，イロイロ州の政治エリートはアメリカ人
から抑制されることがなくなった。日本占領下で政治家たちが殺害行為にまで関与したのは，






リョ (Teodoro Agoncillo) の著作でも強調されている。自身の体験も織り交ぜながら日本占
領を論じた『運命の歳月』の結語は，スペイン，アメリカ，日本の三者の支配を経て，フィリ
ピン人が選んだのは，民主主義と個人の尊厳の重要さを説いたアメリカへの忠誠だった，と


























[Ileto 2001]。このイレートの批判に対して，Lande [2002] と Sidel [2002] は反論を寄せた
が，他の欧米人研究者の近著では引用されない場合が多く，議論が進展しているとは言い難い。
一方，日本人のフィリピン史研究者たちは，この批判を受けとめ，従来のフィリピン史像の刷
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2 ) その議論の大筋を窺い知ることのできる日本語訳書として，イレート他 [2004]。なお同訳書の書
評論文として芹澤 [2006]。
3 ) たとえば Karnow [1989]，Anderson [1995]，May [1987; 1996]。






















鉱山は，異例の「成功」を収めたという [池端 1996a: 154-160]。フィリピン人研究者は，こ
の三井鉱山の「成功」について，日本占領期においても鉱山開発の発展を妨げなかった，とい
う点で肯定的評価を下している [Lopez 1992: 168; Bagamaspad andHamada-Pawid 1985: 289]。
1974 年に三井鉱山の社内誌として刊行された『三井金属修史論叢 別冊第 1 号 マンカヤン
特集』でも，マンカヤン銅山の「成功」談義が語られている｡5) 日本人 28 人，フィリピン人 4
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4 ) 倉沢 [1992] は，ジャワ島の事例から「ロームシャ」という言葉に象徴される過酷な労働実態を明
らかにし，日本占領期東南アジア研究に多くの示唆を与えた。なお日本占領の社会史として知られ
るAgoncillo [1965] と Hartendorp [1967] においても，一般民衆の動員に関しては断片的な記述
しかなされていない。
↗












































と分業体制に基づいた大規模な資源開発を図った [Lopez 1992: 6-12]。








で用いられていた 110個の部族名を統括した [Barrows 1905: 467-468]。
バロウズの調査報告は，植民地における立法と行政機関を担った第 2 次フィリピン調査委員
会が出版したセンサスに掲載されている (以下，『1903 年センサス』と表記する)。同報告は
「クリスチャンあるいは文明化された部族」(Christian or Civilized Tribes) と「非クリスチャ









7 ) 24 の部族名を以下抜粋する。なお括弧は，地名を指している。Alamid (Nueva Vizcaya)，
Apayaos, Ayangan (Nueva Vizcaya)，Banao, Bunnayan (Nueva Vizcaya)，Calingas (Isabela)，
Catalanges (Isabela)，Dadayag, Ecnig (Lepanto-Bontoc)，Epocao or Ipucao (Lepanto-Bontoc)，
Gaddanes or Gaddang (Isabela)，Ifugao (Isabela)，Igorrotes (Ilocos Norte, Pangasinan, La
Union)，Infieles (Ilocos Sur, Pangasinan)，Ipukao (Lepanto-Bontoc)，Isanay (Nueva Vizcaya)，
Isinac (Nueva Vizcaya)，Isinay (Nueva Vizcaya)，Itneg, Kalibugan (Isabela)，Kalingas








いう大義を立てた [Miller 1982: 52]。コルディレラ山地における「恩恵的同化」は，フィリピ
ン調査委員会の主要メンバーであり，非クリスチャン部族局の調査にも深く関与したディー




ルを覚えさせようとした [Finin 2005: 36-40]。
しかしこの分離政策は，米比戦争の終結宣言後も，ねばり強いゲリラ戦を続けたフィリピン
革命勢力の鎮圧手段と結びついていたことを見過ごすべきではない。Rafael [2000: 25-26] と




























the Philippine Islands: 1903, Vol. 1: 81-84]。









織法 (Organic Act) は，鉱物資源の私的所有を前提とした開発方針を定めた [Lopez 1992:
49, 61]。アメリカ合衆国がフィリピンの鉱山開発に重点を置いた事実は，同法全 88条のうち

































山開発の企業数は，1929 年までは 5 社であったが，ゴールドブームに煽られて，その数は
1934 年までに 52 社，1938 年までに 136 社が新たに参入した。雇用者数も，1934 年の 6,850 人
から，1938 年には 3万 6,104 人へと 5倍強に増加した [Wirkus 1974: 186, 211]。
1937 年のコルディレラ山地における鉱山企業の雇用者の民族・出身別統計では，キリスト
教徒フィリピン人とイゴロットという識別が使用されており，前者がおよそ 69%，後者がお





住民監督」(Native Capatazes) と呼ばれ，英語と現地語 (主にイロカノ語とタガログ語) を
あやつり，経営陣と労働者とを仲介した。この「現地住民監督」は，出身地ごとに，同郷の非
熟練労働者たちを取りまとめる「親方」の役割を担い，分業体制が作り出された [Chamber
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10) 早瀬 [2003: 121-141] は，同じく「非クリスチャン部族」と分類されたミンダナオ島イスラーム社
会の首長制も，アメリカ植民地主義によって解体させられたことを指摘している。
11) フィリピンでゴールドブームが始まるのは，1933 年フランクリン・ルーズベルト大統領が米国の金














とんど改善策を講じなかった [栗田 2005: 144-147]。むしろゴールドブームの最中に誕生した
同政府は，私有地の資源にも介入することによって，大幅な税収の増加を図った｡12) 1936 年，
同政府は鉱山資源の保護，譲渡，開発に関するコモンウェルス法第 137条を制定した。この
1936 年鉱業法は，前年に公布された憲法第 12条第 1項を踏襲し，鉱物資源の私的所有を禁止
し国家所有としたこと，採鉱企業はフィリピン人とアメリカ人による投資が 60%以上とした
こと，などを明文化している [Wirkus 1974: 159-163]。













12) 金山開発の企業が支払った税金は，1934 年に 119 万 3,100 ペソだったのが，1936 年には 220 万
3,723ペソとなり，およそ倍増した [Wirkus 1974: 200]。
13) 1930 年から日本占領が始まるまで刊行された。10周年を記念する記事には，購読数 1万 6,500部，
7万 7,000 人の想定読者数がおり，年 5ペソで配給しているとある [BB, November 29, 1940]。
見出しには，「貴金属盗難犯のイゴロット」「鉱山事故で遺体が発見された 2体のイゴロット」























――地元で作られたタポイ (米酒) を除く―― は，もともと「非クリスチャン部族」を保護




あり，イゴロットと低地民の知識人が BB上で論争を繰り広げている [BB, July 2, 1937; July 9,
1937; August 13, 1937; August 27, 1937]。
低地民からの不平等な扱いを自らの手で解決するために，教育を受けたイゴロットの青年た
ちは，コルディレラ山地社会の自立を目指す協会を作った。1941 年 1 月，29 人の若者が結成







トを採用するようマヌエル・ケソン大統領 (Manuel Quezon) に嘆願書を送ったことであった
[BB, January 17, 1941]。
フィニンは，上記の方針で「イゴロット」という言葉があえて使われなかったことを指摘す



























かたちで，フィリピンの卑・非金属資源開発は大幅な成長を遂げた [安達 2002: 66-89]。対日
輸出をバネにして，フィリピンの卑・非金属総生産額は，1934 年 147万 9,572ペソから 1938
年 1,127万 1,451ペソへとおよそ 7倍に増加した [MRPY 1940: 3]。1934 年の卑・非金属の総
生産額は，金の総生産額 (2,370万 1,923ペソ) のおよそ 16分の 1程度にとどまったが，1938
年は金の総生産額 (6,263万 306ペソ) の約 5分の 1 を満たすようになった。このように卑・
非金属産業が急成長するなかで，1936 年にはアメリカ人技師・弁護士の数人が，レパント鉱
山会社 (設立資本 775万ペソ) を設立し，マウンテン州マンカヤン村における銅資源の開発に
















鉱山開発を軸に発展する近代都市バギオという理想図が提示されている [BB, July 23, 1937;
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1942 年 2 月から 3 月にかけて三井鉱山派遣団が，マンカヤン入山したときには，ユサフェ
の指令によって，鉱山施設や主要道路がことごとく破壊されていた。日本軍の手に軍事資源が
渡らないように取り計らわれたからである。派遣団は，破壊を免れた金山の遊休施設をマンカ
ヤン銅山に移転しながら復興作業を進め，同年 10 月に銅鉱の採掘搬出を始めた。12 月下旬に
建設復旧工事は終わり，マンカヤン産の銅鉱は佐賀関，四坂島の製錬所へと送られていった。
銅山は 1943 年上半期に最盛期に達し，労働者は 3,500〜5,000 人に上り，その家族を含めると
1万人を超える鉱山コミュニティが創出されたという。1943 年 4 月時点の言語・出身別労働者
割合を見ると，パンガシナン 34%，イゴロット 31%，イロカノ 30%，タガログ 4%となって
いる [尾本 1982: 126-127]。1944 年の閉山までの操業実績は，粗鉱処理 38万 7,000 トン，精









































1982: 18] (〈 〉は，原文による)



















父がロスバーニョス収容所に入れられ，また多くの施設が破壊された [Medina 2004: 107]。
バギオ占領後直ちにアメリカ人，イギリス人，および中国人は，日本軍にとって「敵性外国

















(Walter Clapp) が編纂した，初のボントック語辞書 (1908 年刊) のアシスタントを務め
た｡17) 卒業後はイフガオ区キアンガンの出納課で働き，イフガオ語を習得した。1913 年から
1915 年までイフガオ区の出納係長を務めた。その後ボントックに戻り，マウンテン州知事を
務めたアメリカ人のジョン・アーリー (John Early)，ウィリアム・ドサー (William Dosser)
の下で秘書を務め，1931 年マウンテン州ボントック区を管轄する副知事となった [Jenista
1987: 192, 296; Afable 2004b: 451, 456]。フィニンが定義した「山地社会低地民」であったガロ
は，アメリカ人植民地官僚たちに倣い，山地の先住民を「イゴロット」と一括し，彼らとアメ
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17) クラップは序文のなかで，資料提供を手伝ってくれた現地の助手としてガロと後述するヒラリー・




る 21歳以上のフィリピン人に選挙権を与えるとした。なお 1930 年代のマウンテン州の人口およそ
22万 4,000 人のうち，有権者は 5,000 人ほどだった [Finin 2005: 115-116]。
19) 地方宣撫において「大東亜戦争聖戦論」が，いかに無力だったかは，第十四軍軍宣伝班将校として
































































































































































































20) 大日本軍司令官の宣伝資料「イゴロット族良民に告ぐ」(1942 年 5 月頃に，ボントックにて 5万部






ジョン・ヘイに勤務していたユサフェ大佐ジョン・ホーラン (John Horan) であった。ホー
ランは，1942 年 1 月 16 日にレパント鉱山とスーヨク鉱山の幹部と接触し，自らの勢力へ鉱山
労働者を組み込むことに成功した。彼は鉱山会社の職級にしたがって部隊を組織し，監督官に
は少佐，大学卒の技師には大尉，鉱夫長には中尉の階級を与え，鉱夫長の小隊にイゴロットを
組み込んだ [Chaput 1987: 56]。対日協力労働者の場合と同じように，戦前の職級に基づいた
動員が仕掛けられた。いずれの勢力においてもイゴロット労働者が，最底辺に位置づけられて
いる事実に，アメリカ植民地主義がもたらした民族・階級格差を窺える。
1942 年 1 月のホーラン降伏後，旧ユサフェ将校たちは北部ルソン米国陸軍 (USAFIP-NL)
を結成し，抗日活動を続けた。後に司令官となったラッセル・ヴォルクマン大佐 (Russell
Volckman) の回想のなかで，イゴロットに対してもっとも影響力を持った人物として，また
日本軍政から最も狙われた人物として，バド・ダンワ (Bado Dangwa) の名が挙げられてい
る [Volckman 1954: 146]。ダンワは，先に言及した三井鉱山の警備隊長を務めたオラの義兄
であった。
ダンワが組織したゲリラ部隊については，ダンワの秘書を戦後務め，イゴロット抗日戦史を
編纂したボニファシオ・マリーネス (Bonifacio Marines) が明らかにしている [B. Marines
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ガス (Leccio Cagas)，アレホ・バグニ (Alejo Bagni)，サンチャゴ・トターネス
(Santiago Totanes)，ウィリアム・オラ達は，多くの贈り物をもらい，私を降伏させる説
得のために送り込まれた。多くの友人たちも私を降伏させるために使い回されている。私
たちの下院議員であるラモン・ミトラ (Ramon Mitra) やダンワ・トランコの弁護士で












殺害しなかったという [ibid.: 177-178, 231]。三井鉱山派遣団も，オラが警備隊長として務め
ている限りは，ダンワ部隊から激しい攻撃を受けることはないと安心していた。実際ゲリラ攻












務員として刑務所局 (Bureau of Prisons) に務めた。パラワン島やミンダナオ島ザンボアンガ
にある流刑地に勤務したが，1930 年代のゴールドブームを契機に退職し，バギオで弁護士会
を作った。大柄でメスティーソの容貌を持ったミトラは，1938 年下院議員選挙で，マウンテ
ン州のナショナリスタ党候補として当選した [BB, November 15, 1941]。日本占領が始まると，
知識階層に属する多くの低地民が対日協力を行った。ミトラは軍政が実施した「隣組制度」の
リーダーとなり，戦時下でバギオ市長を務めた [Finin 2005: 137]。
しかし，日本軍政下で要職を務めたのは，低地民だけではなかった。戦前，自治要求や差別
改善を訴えていたヒラリー・ピッタピット・クラップ (Hilary Pit-a-pit Clapp) が，1942 年イ
ゴロットとして初めてマウンテン州知事に就任した。クラップは州知事という立場を利用し，
宣撫工作の名目でコルディレラ山地を自由に歩き回りながら，日本軍の背後で抗日ゲリラを支
援した。1945 年 4 月に抗日ゲリラに殺害されてしまったが，イゴロットの英雄として民衆に
記憶されているという [Chungalao 1953]。クラップの説得によって軍政下においても，マウ
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21) ブッカー・ワシントン (Booker Washington: 1856-1915) は，南北戦争後，「解放」された黒人奴隷
の成人教育に尽力した。彼が校長を務めたアラバマ州タスキーギの職業訓練校は，戦争によって農
業が荒廃し，鉱山や建設現場において厳しい条件下で働いていた黒人たちを救うためであったとい
う。白人社会に対して明確な抵抗を突きつけたウィリアム・デュボイス (William Du Bois:
1868-1963) とは対照的に，富裕な白人コミュニティとも積極的に交際しながら，学校運営や政治
活動で円滑な資金繰りをした [Denton 1993: 90-91, 179-180]。
ラップ牧師のアシスタントとして辞書編纂に関わった。多言語を操りながら識字能力もあった
両者は，宣教師や植民地行政官の通訳や家事を務めた。アメリカ植民地主義の衝撃を最初に受





ルディレラ意識」の重要さを同胞イゴロットたちに説いた [Finin 2005: 67, 88]。また当時
フィリピン副総督を務めたジョセフ・ハイデン (Joseph Hayden) に対して，アメリカ人ウィ
リアム・ドサーの後任として，マウンテン州知事に自身を推薦するようたびたび私信を送った。
州知事就任は，クラップにとってアメリカ植民地期からの願望であった。とはいえ後任者は，
低地出身のロドルフォ・バルタサール (Rodolfo Baltazar) であった [Fry 1983: 194]。
戦後，「コラボレーター」としてミトラは非難された一方，クラップは英雄視されたという。
多くの人々は，クラップの日本軍政への加担は，イゴロットのための社会活動のために行って



















































自身の回顧録の表紙裏で，クラップの 2枚の写真を並置させている [Worcester 1921]。一つ






























































































のフィリピン総産出量は 126万 282 トンを記録したが，これは 1939 年の 135万 9,730 トンと
ほぼ匹敵する生産量である [Chamber of Mines of the Philippines 1953: 32]。輸出先第 1位は 3
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